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「
喉
音
三

行
弁」

と
近
世
仮
名
遣
い

論
の

展
開

キ
ー

ワ
ー
ド一

三
内
説 、
五
音、
開
合 、
軽
重 、
お
を
所
属
弁

要

旨

「
喉
音
三
行
弁」
は 、
近
世
初
頭
に
韻
鏡
注
釈
が
伝
統
的
な
悉
鐙
学
か
ら

自
立 、
世
俗
化
し
て
音
図
が
広
く

世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た
結
果 、

仮
名
遣
い
を
い
ろ
は
歌
で
は
な
く

音
図
上
の
ア
ワ
ヤ
三
行
の
対
立
に
よ
っ

て
説
明
す
る
観
念
と
し
て
成
立
し
た 。
当
初
は
韻
鏡
に
従
い
喉
音
三
行
弁

を
反
切
に
よ
っ
て
(
契
沖) 、
次
い
で
開
合
に
よ
っ
て
(
文
雄)
規
定
し
よ

う
と
し
た
が一
貫
し
た
説
明
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た 。
こ
の
間 、
音
図
解

釈
に
韻
鏡
の
影
響
か
ら
離
脱
す
る
傾
向
が
現
れ 、
音
図
が
字
音
の
反
切
を

解
明
す
る
た
め
の
理
論
図
で
は
な
く
古
代
日
本
語
の
音
を
過
不
足
な
く
配

列
し
た
「
五
十
音
図」
と
し
て
の
評
価
が
定
着
し
た 。
本
居
宣
長
は 、
喉

音
三
行
弁
を
韻
鏡
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
た
「
字
音
ノ
開
合」
で
は
な
く
「
御

国
ノ
音
ノ
軽
重」
と
い
う
自
由
な
観
念
を
導
入
し
て
説
明
し
た 。
そ
の
結

果 、
仮
名
遣
い
の
本
質
で
あ
る
古
代
国
語
の
ア
行
ワ
行
の
区
別
が
唇
の
軽

重
と
い
う一
律
な
音
対
立
に
よ
る
と
い
う
画
期
的
認
識
に
到
達
し 、
中
世

東
禅
院
心
蓮
以
来
の
音
図
の
「
お
を」
の
所
属
の
錯
誤
を
修
正
す
る
こ
と

が
で
き
た 。

釘

貫

号

いろは歌から五十音図へ

||「喉音三行弁」
と仮名遣い
l|

「
喉
音
三
行
弁」
は 、
五
十
音
図
の
ア
ワ
ヤ
三
行
の
発
音
の
違
い
に
よ
っ
て
仮

名
遣
い
を
説
明
す
る
考
え
方
で
あ
る 。
こ
れ
が
名
実
共
に
仮
名
遣
い
を
本
質
規

定
す
る
具
体
的
な
観
念
と
し
て
学
説
史
に
姿
を
現
す
の
は 、
本
居
宣
長
「
字
音

仮
字
用
格」
(
安
永
五
年一
七
七
六
刊)
回目
頭
の一
章「
喉
音
三
行
弁」
に
お
い
て

で
あ
る 。
「
ア
ワ
ヤ
行
H
喉
音」
と
言
う
と
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は 、
近
世
の
韻

鏡
注
釈
書
の
音
図
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
ア
ワ
ヤ
喉
サ
タ
ラ
ナ
舌
に
カ
牙
サ
歯

音ハ
マ
の
二
つ
は
唇
の
軽
重」
と
い
う
「
五
音
の
歌」
の
存
在
で
あ
る 。
湯
沢

質
幸
に
よ
れ
ば「
五
音
の
歌」
は 、
文
献
的
に
は
寛
永
五
年
ご
六二
八)
版『
韻

注l

鏡」
所
載
の
も
の
を
最
古
と
す
る
と
い
う
(
図
I) 。

こ
の
時
期
の
韻
鏡
注
釈
書
所
載
の
音
図
は 、
多
く
の
場
合
「
五
音
五
位
之
次

第」
あ
る
い
は
「
直
音
効
音
図」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る 。
「
五
音」
と
は
唇
舌

牙
歯
喉
の
五
つ
の
調
音
部
位
を
表
す
漢
語
字
音
の
範
嶋 、
「
五
位」
と
は
ア
イ
ウ

エ
ヲ
の
五
段
を
示
す
も
の
と
言
わ
れ
る 。
こ
れ
ら
の
音
図
は
日
本
語
の
音
を
表

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
稀
薄
で 、
漢
字
反
切
の
た
め
の
抽
象
的
な
理

論
図
で
あ
っ
た 。
(
馬
淵
和
夫
「五
十
音
図
の
話』
第
三
章)
文
雄
『
磨
光
韻
鏡」
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(
延
享
元
年一
七
四
四
刊)
に
お
い
て
韻
鏡
と
反
切
と
の
無
関
係
が
証
明
さ
れ
る

ま
で 、
近
世
前
半
の
韻
鏡
注
釈
は
反
切
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た 。
『
韻
鏡」
の

調
音
範
鴫
で
あ
る
「
五
音」
が
仮
名
遣
い
の
本
質
規
定
で
あ
る
「
喉
音
三
行
弁」

に
展
開
し
た
の
は 、
こ
の
両
者
の
聞
を
五
十
音
図
の
存
在
が
媒
介
し
た
か
ら
で

あ
る 。
近
世
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
確
立
過
程
に
は 、
従
来
余
り
強
調
さ
れ
な

い
大
き
な
歴
史
的
転
換
が
存
在
し
て
い
た 。
そ
れ
は 、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
成

立
に
伴っ
て
仮
名
遣
い
の
理
解
の
枠
組
み
を
い
ろ
は
歌
か
ら
五
十
音
図へ
と
切

注2

り
替
え
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る 。
契
沖
は 、
仮
名
遣
い
を
解
明
す
る
枠
組
み

と
し
て
い
ろ
は
歌
よ
り
も
五
十
音
図
の
方
に
優
位
性
を
置
い
た 。

一

声
の
ま
き
る〉
は
あ
い
う
え
を
や
い
ゆ
え
よ
わ
ゐ
う
ゑ
お 、

此
三
行
十
五
字
の
内
に
あ
り 、
あ
や
ゅ
よ
わ
の
五
字
を
除
て
十
字
の
中
に 、

三
の
い 、
二
の
う 、
三
の
え 、
二
の
を 、
な
り 、
(
中
時)
植
は
日
本
紀
等

皆
う
ゑ
な
り 、
〈
ゑ
は
わ
よ
り
生
す〉
万
葉
集
に 、
う〉
と
よ
め
り 、
警
喬

を 、
和
名
に
は 、
お
は
き
と
あ
り 、
〈
お
は 、
わ
よ
り
生
す〉
万
葉
に
は 、

う
は
き
と
よ
め
り 、
ゑ
に
か
よ
ひ 、
お
に
か
よ
ふ
う
な
れ
は 、
是
等
は
共

に 、
わ
よ
り
生
せ
る
う
な
り 、
五
十
音
に
よ
れ
は 、
こ
と
わ
り
か
く
の
こ

と
く
な
れ
と、
い
ろ
は
に
は
い
つ
れ
と
は
し
ら
す 、(
傍
線
釘
賃 、
以
下
同
様)

『
和
字
正
濫
紗・
自
筆
稿
本
甲
本」
契
沖
全
集
第
十
巻

一

仮
名
遣
は
ま
さ
し
く
は
あ
い
う
え
を
や
い
ゆ
え
よ
わ
ゐ
う
ゑ

ぉ 、
此
三
行
の
中
に
あ
り(
中
略)
以
呂
波
に
は 、
ぃ 、
ぅ 、
え
各
ひ
と
つ

を
省
げ
る
故 、
ま
さ
し
く
ま
か
ふ
は 、
〈
い
ゐ 、
え
ゑ 、
を
お
の〉
六
字
な

り

『
和
字
正
濫
通
妨
抄』
全
集
第
十
巻
三
二
八
頁

刊
本『
和
字
正
濫
紗」
(
元
禄
八
年一
六
九
五
刊)
の
復
古
的
実
証
主
義
の
側
面

を
継
承
し
た
の
が
揖
取
魚
彦
『
古
言
梯』
(
明
和
元
年一
七
六
回
骸)
で
あ
る
が 、

魚
彦
は
『
和
字
正
濫
紗」
巻一
に
見
い
だ
さ
れ
る
悉
曇
学
的
思
弁
と
実
証
の
不

備
を
排
除
し
て 、
唯一
復
古
主
義
に
基
づ
く
表
記
規
範
と
し
て
自
説
を
提
出
し

た 。
今
日
余
り
強
調
さ
れ
な
い
『
古
言
梯」
の
学
史
的
意
義
と
し
て 、
同
書
が

い
ろ
は
歌
に
全
く
言
及
せ
ず 、
五
十
音
図
だ
け
を
使っ
て
仮
名
遣
い
を
説
明
し

尽
く
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る 。
『
古
言
梯』
の
成
功
に
よ
っ
て 、
い
ろ
は
歌

が
実
践
規
範
と
し
て
の
仮
名
遣
い
の
説
明
に
必
要
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
暴

露
さ
れ 、
い
ろ
は
歌
か
ら
五
十
音
図へ
の
仮
名
遣
い
の
枠
組
み
の
転
換
が
完
結

注3

し
た
か
ら
で
あ
る 。

2 

内説から五音へ
|l音図解釈の転
換|

五
十
音
図
に
基
づ
い
て
仮
名
遣
い
を
考
え
る
時 、
関
心
の
焦
点
に
な
る
の
が



図
上
の
ア
ワ
ヤ
三
行
の
仮
名
で
あ
り 、
ア
ワ
ヤ
喉
音
三
行
の
音
の
弁
別
が
決
定

的
な
問
題
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る 。
い
ろ
は
歌
か
ら
五
十
音
図

へ
と
い
う
仮
名
遣
い
の
説
明
の
枠
組
み
の
転
換
と
ア
ワ
ヤ
三
行
を
喉
音
で一
括

す
る
「
五
音」
の
分
類
が
「
喉
音
三
行
弁」
の
観
念
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
の

で
あ
る 。
「
喉
音
三
行
弁」
は
仮
名
遣
い
を
音
声
の
差
異
と
し
て
規
定
す
る
観
念

で
あ
る
か
ら 、
ア
ワ
ヤ
三
行
に
前
提
さ
れ
る
音
図
は 、
観
念
的
な
「
五
音
五
位

之
次
第」
で
は
な
く
和
語
の
音
を
網
羅
配
列
し
た
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
「
五

十
音
図」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
調
音
部
位
を
唇
舌
牙
歯
喉
に
分
類
す
る「
五

音」
は 、
わ
が
国
で
は
鎌
倉
時
代
の
「
韻
鏡」
輸
入
時
以
来
の
観
念
で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し
て
伝
統
的
な
悉
曇
学
で
は
調
音
部
位
を
五
つ
で
は
な
く
喉
舌
唇
の

住4

「
三
内
説」
に
よ
っ
て
分
類
す
る 。
平
安
時
代
の
悉
曇
学
を
大
成
し
て
今
日
の
音

注5

図
の
原
型
を
作っ
た
『
反
音
作
法』
の
「
明
覚
自
筆
本
を
写
し
た」
と
い
わ
れ

〈図2〉
国語学会編『国語学史資料集」
による。
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ふ

メ

を

- -

る
神
尾
本(
嘉
保二
年一
O
九
五
写)
の
音
図(
図
2)
は 、
横
列
が
ア
カ
ヤ(
喉

内
音)
サ
タ
ナ
ラ(
舌
内
音)
ハ
マ
ワ(
唇
内
音)
の
順
序
に
な
っ
て
い
る 。
こ
の

こ
と
は 、
明
覚
の
観
念
に
悉
曇
学
の
伝
統
で
あ
る
喉
舌
唇
の
三
内
説
に
基
づ
く

調
音
範
需
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る 。
三
内
説
で
は 、
ア
ワ
ヤ
三

行
で
は
な
く
ア
カ
ヤ
三
行
の
音
が
喉
音
に
分
類
さ
れ
る 。
音
図
に
三
内
説
に
よ

る
調
音
注
記
が
初
め
て
施
さ
れ
た
東
禅
院
心
蓮
の
音
図(
高
野
山
大
学
蔵『
悉
曇

相
伝』
建
久
十
年一
一
九
九
写 、
図3)
で
は 、
ア
カ
ヤ
の
三
行
に
口(
喉)
音
の
注

記
が
さ
れ
て
い
る 。
中
世
悉
曇
学
で
は
ア
カ
ヤ
行
を
喉
音、
サ
タ
ラ
ナ
行
を
舌

音、
ハ
マ
ワ
行
を
唇
音
と
す
る
区
分
が
伝
統
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
た 。(
高

野
山
大
学
蔵
『
悉
曇
字
記
抄』
室
町
時
代
写 、
図
4)
こ
の
「
ア
カ
ヤ
喉」
の
三
内

説
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
後
景
に
退
い
て 、「
韻
鏡」
の
五立田
に
基
づ
く「
ア

ワ
ヤ
喉」
が
音
図
解
釈
の
前
面
に
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
「
韻
鏡』
は 、
縦

軸
に
同一
一調
音、
横
軸
に
同一
母
音
を
施
し 、
漢
字
の
音・
韻
の
関
係
を一
覧

で
き
る
よ
う
に
し
た
四
十
三
枚
か
ら
な
る
図
表
で
あ
る 。
本
書
は
唐
末
頃
に
成

立
し 、
わ
が
国
に
は
鎌
倉
時
代
に
伝
来
し
た 。
当
時
「
韻
鏡」
の
図
を
的
確
に

理
解
で
き
た
の
は 、
体
系
的
な
音
声
研
究
の
伝
統
的
ノ
ウハ
ウ
を
身
に
付
け
て

注6

い
た
悉
曇
学
侶
明
了
房
信
範
で
あっ
た 。
信
範
に
始
ま
る
わ
が
国
の
韻
鏡
研
究

は 、
中
世
を
通
じ
て
真
言
天
台
の
僧
堂
に
お
い
て
悉
曇
学
の
枠
内
で
継
続
さ
れ

た 。
と
こ
ろ
で
『
韻
鏡」
は 、
あ
る
時
期
か
ら
中
国
韻
学
の
伝
統
的
手
法
で
あ

る
反
切
法
と
混
乱
し
て
解
釈
さ
れ
た 。
『
磨
光
韻
鏡」
に
よ
る
と、
こ
れ
は
南
宋

張
麟
之
の
序
例(
紹
興三
十一
年
二
六一
刊)
以
来
の
混
乱
で
あ
る
と
言
う(
下

巻「
韻
鏡
索
隠」) 。
他
方
わ
が
国
の
音
図
は 、
反
切
の
便
宜
の
た
め
に
使
用
さ
れ

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
『
韻
鏡』
導
入
後
の
悉
曇
学
に
お
い
て
『
韻
鏡』

と
音
図
が
反
切
を
媒
介
に
し
て
関
係
を
深
め
て
行っ
た
の
で
あ
る 。
こ
の
過
程

注7

で
胡眼
鏡
注
釈
に
音
図
が
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

3 



〈
図
3
〉

馬
淵
和
夫
編
『
悉
曇
学
書
選
集』

第
二
巻
に
よ
る。
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一
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室
町
時
代
に
公
家
の
間
で
「
韻
鏡」
が
姓
名
判
断
(
人
名
反
切)
や
年

号
の士口
凶
の
占
い
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
本
書
が
世
俗
の
関
心
を
集
め 、
近
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馬
淵
和
夫
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五
十
音
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の
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世
十
七
世
紀
に
至
っ
て
人
名
反
切
に
付
会
し
た
韻
鏡
注
釈
書
が
続
々
と
出
版
さ

注8
れ
た 。
密
教
教
学
の一
環
で
あ
る
悉
曇
学
か
ら
自
立
し 、
世
俗
化
し
た
こ
れ
ら

注9

の
韻
鏡
注
釈
の
多
く
が
「
音
韻
之
学」
を
自
称
し
た 。
そ
の
際 、
韻
鏡
注
釈
番

所
載
の品目
図
で
あ
る
「
五
音
五
位
之
次
第」
や
「
直
音
効
音
図」
な
ど
に
は
東

禅
院
心
蓮
以
来
の
伝
統
的
な
三
内
説
に
よ
る
調
音
注
記
は
採
用
さ
れ
ず 、
『
韻

鏡」
の
分
類
で
あ
る
唇
舌
牙
歯
喉
の
「
五
音」
に
よ
る
注
記
が
施
さ
れ
た 。
中

世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
音
図
の
解
釈
に
お
い
て 、
伝
統
的
な
三
内
説(
ア
カ
ヤ

喉)
か
ら
ア
ワ
ヤ
三
行
を
喉
音
に
分
類
す
る「
五
音」
へ
の
調
音
範
鴎
の
再
編
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
る 。
近
世
前
期
の
韻
鋭
研
究
を
指
導
し
た
自
等
庵
宥
朔
『
韻
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「喉音三行弁j と 近世仮名遣い論の展開

鏡
開
匿』
(
寛
永
四
年一
六
二
七
刊)
の「
直
音
効
音
図」
(
図
5)
で
は 、
カ
行
に

喉
音
と
牙
音
の
二
つ
の
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り 、
こ
の
再
編
の
過
渡
期
の
様
相

を
示
し
て
い
る 。
「
喉
音
三
行
弁」
の
観
念
の
成
立
と
展
開

仮
名
遣
い
の
要
点
を
ア
ワ
ヤ
三
行
の
仮
名
の
弁
別
に
置
く
「
喉
音
三
行
弁」

の
観
念
の
成
立
の
前
提
に
は 、
仮
名
遣
い
を
い
ろ
は
歌
に
よ
っ
て
で
は
な
く
五

十
音
図
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
い
う
枠
組
み
の
転
換
が
必
要
で
あ
っ
た 。
す
で

に
見
た
よ
う
に
近
世
仮
名
遣
い
確
立
の
功
労
者
で
あ
る
契
沖
が
事
実
上
こ
の
観

念
に
到
達
し
て
い
た 。
し
か
し
な
が
ら 、
五
十
音
図
の
い
ろ
は
歌
に
対
す
る
優

位
性
を
表
明
し
た
先
の
言
説
は
ど
れ
も
刊
本
『
和
字
正
濫
紗」
に
お
い
て
痕
跡

を
と
ど
め
て
い
な
い
の
で
あ
る 。
周
知
の
よ
う
に
同
書
の
語
の
掲
載
は
い
ろ
は

順
に
よ
っ
て
お
り 、
ま
た
巻一
の
記
述
も
晦
渋
を
極
め
る 。
と
こ
ろ
で
契
沖
は 、

ア
ワ
ヤ
三
行
音
の
弁
別
の
根
拠
を
反
切
に
求
め
た 。

ま
さ
し
く
仮
名
の
ま
き
る
〉
は 、
五
十
音
の
中
に 、
あ
い
う
え
を 、
ゃ
い

ゆ
え
よ 、
わ
ゐ
う
ゑ
お 、
此
三
行
の
う
ち
を
出
す 、
(
中
略)
字
を
反
す
に 、

二
字
に
て
反
す 、
上
を
切
字 、
下
を
韻
字
と
い
ふ 、
下
の
韻
字
に
て
平
上

去
入
は
定
ま
れ
と、
和
語
に
か
く
時 、
そ
れ
は
用
な
し 、
上
の
字
に
て
い

ゐ
等
を
わ
か
つ
な
り 、
在
ノ
切 、
丁
ノ
切 、
乙
ー
ノ
切 、
伊
ノ
切 、
烏
|

切 、
於
ー
切
な
と
あ
る
は 、
皆
あ
い
う
え
を
の
字
也 、
羊
ノ
切 、
以
ノ
切 、

夷
ノ
切 、
食
ノ
切 、
庚
ノ
切 、
亦
ノ
切 、
余
ノ
切 、
与
ノ
切 、
欲
ノ
切 、

《
ノ
切 、
鈴
ノ
切 、
こ
れ
ら
は 、
ゃ
い
ゆ
え
よ
の
字
な
り 、
王
ノ
切 、
為

ノ
切 、
章
ノ
切 、
子
ノ
切 、
雲
ノ
切 、
馬
ノ
切 、
羽
ノ
切 、
こ
れ
ら
は 、

わ
ゐ
う
ゑ
お
の
字
也 、
こ
れ
を
も
て
古
書
の
仮
名
に
し
た
か
は
え
み
つ

か
ら
仮
名
の
こ
〉
ろ
を
得へ
し
『
和
字
正
濫
要
略」
契
沖
全
集
第
十
巻

悉
曇
学
か
ら
自
立
し
て
「
音
韻
之
学」
を
自
称
し
た
十
七
世
紀
頃
の
韻
鏡
注

釈
は 、
人
名
反
切
の
秘
説
を
売
り
物
に
す
る
よ
う
な
魔
術
性
を
同
居
さ
せ
て
い

た 。
契
沖
は
流
行
の
「
音
韻
之
学」
に
対
し
て
不
快
感
を
持っ
て
い
た
が
『
韻

注叩

鏡』
と
反
切
と
の
繋
り
を
相
対
化
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い 。
本
来
無
関
係
で

あ
っ
た
『
韻
鏡」
と
反
切
を
分
離
し
て
「
音
韻
之
学」
の
合
理
化
を
図っ
た
の

が
文
雄「
磨
光
韻
鏡」
(
延
享
元
年一
七
四
四
刊)
で
あ
っ
た 。
京
都
の
人 、
文
雄

に
は
和
語
の
仮
名
遣
い
を
論
じ
た『
和
字
大
観
紗」
(
宝
暦
四
年一
七
五
四
刊)
の

著
が
あ
り 、
幾
つ
か
の
点
で
仮
名
遣
い
論
上 、
評
価
さ
れ
る
べ
き
成
果
を
残
し

て
い
る 。
同
書
に
は
日
本
語
の
音
を
網
羅
し
た
と
い
う
認
識
の
明
ら
か
な
「
日

本
音
韻
開
合
仮
名
反
図」
(
図
6)
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
は
漢
字
音
か
ら

5 
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抽
象
し
た
観
念
的
な
「
五
音
五
位
之
次
第」
や
「
直立自
助
音
図」
な
ど
と
違っ

て
自
覚
的
な
日
本
語
の
音
図
で
あ
る 。

「
和
字
大
観
紗」
が
「
喉
音
三
行
弁」
の
観
念
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
は 、
次

の
記
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る 。
翻
刻
は
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
宝

暦
四
年
版
本
に
よ
っ
た 。
句
読
点 、
振
り
仮
名
は
原
文
通
り
で
あ
る 。

其
喉
音
三
行
の
中
に 。
い
う
江
の
三
つ 。
同
字
に
て
無
用
な
る
や
う
に
み

ゆ
る
な
り 。
是
を
心
得
わ
け
る
を 。
五
十
字
文
の
肝
要
と
す
る
な
り 。
(
中

略)
喉
音
は
か
く
ば
か
り
の
少
し
の
志
船
に
て 。
あ
わ
や
の
三
行
を
わ
か
て

る
な
り 。

川矧剖刻刻刻削司副剖判別嗣劃岡山州引司副
引剖叶
到割引吋働能釘割引割引A副司州叫叫対司

剖剖鴨部叫割引吋l
此
故
に
喉
音
に 。
あ
わ
や
の
三
行
を
立
て 。
し
か
も

此
図
の
婚
約
と
中
と
に
酢
膨
せ
り o
wm
き
こ
と
わ
り
あ
る
事
を
紗
る
べ
し 。

「
和
字
大
観
紗』
巻
上
「
五
十
字
文」

文
雄
は 、
伝
統
的
な
漢
語
字
音
学
の
方
法
で
あ
る
反
切
に
拠
ら
ず
「
喉
音
三

行
弁」
を
『
韻
鏡」
の
開
合
に
よ
っ
て
説
明
す
る 。

又

胴剖叫斗司副剖刷叶剖川引剖剖削「闘剖凶引回
U剖剖引吋l

第司伺叫割引可樹到伺盟副許制引制引1引川州到dー制引引刻刻叫斗副司鴨到
到司可外U裁山剖到割引制叫

捌剖札許制割引「到刑罰則刻副司罰則週明引制叫ォ

捌刷叫闘UU叶叫矧引刻刻刻創剖利引制引
吋|
一
切
の
音
は 。
喉
音

を
析
と
し 。
又
喉
音
に
三
行
を
立
た
る
も 。
か
〉
る
い
は
れ
あ
る
事 。
深

く
都
す
ぺ
し 。

『
同
書」
巻
上
「
直
音
効
音」

以
上
の
よ
う
に
契
沖
は
「
喉
音
三
行
弁」
を
反
切
に
よ
っ
て 、
文
雄
は
開
合

に
よ
っ
て
説
明
し
た
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
が
ま
も
な
く
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た 。

「
宝
暦
庚
辰(
十
年一
七
六
O)
重
陽」
の
奥
書
を
有
す
る『
喉
音
三
異
弁」
(
内

題
は「
喉
音
仮
名
三
異
弁」 、
以
下
内
題
に
よっ
て
表
示
す
る)
と
い
う
仮
名
遣
い
書

の
写
本
が
東
京
大
学
国
語
研
究
室
に
蔵
さ
れ
て
い
る 。
著
者
は
田
中
大
観 、
京

都
の
人 。
本
書
の
内
容
は 、
契
沖「
和
字
正
濫
要
略』
(
元
禄
十一
年
識
語)
へ
の

批
判
が
中
心
で
あ
る 。
本
書
は 、
仮
名
遣
い
に
「
自
然
ノ
法
則」
が
あ
る
の
で

は
な
く
「
古
来
伝
来
タ
ル
骨
俳」
に
過
ぎ
ず
「
ク
セ
ニ
ハ
法
ノ
ア
ル
へ
キ
謂
レ

ナ
シ」
と
す
る
或
る
種
の
不
可
知
論
に
立っ
て
い
る 。
そ
の
立
場
か
ら
『
和{子

6 



「喉音三行弁j と 近世仮名遣い論の展開

正
濫
要
略」
を
取
り
上
げ 、
『
要
略」
が
ア
ワ
ヤ
三
行
の
区
別
を
漢
字
の
反
切
の

違
い
に
求
め
て
い
る
点
を
非
で
あ
る
と
す
る 。
以
下 、
句
点
は
私
に
付
す 。

わ
ゐ
う
ゑ
お
ノ{子(
韻
鏡
の)
影
母
ナ
ル
モ
ア
リ 。
喰
母
ナ
ル
モ
ア
リ 。
又

影
母
ノ
内ニ
あ
い
う
ゑ
お
ア
リ 。
喰
母一一
ゃ
い
ゆ
え
よ
ア
リ 。
如ν
此
分
別

ナ
キ
ト
キハ
反
切
モ
イ
カ
ン
カ
タ
メ
分
タ
ン
ヤ 。

大
観
に
よ
る
と
『
韻
鏡」
に
依
存
し
た
反
切
法
に
仮
名
遣
い
の
拠
り
所
は
求

め
ら
れ
な
い 。
日
本
の
反
切
と
唐
の
反
切
と
は
別
物
で
あっ
て 、
日
本
の
仮
名

遣
い
の
法
則
を
庸
の
反
切
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る 。

唐
ノ
反
切ハ
三
十
六
字
母
ノ
所
属ニ
テ
切
字
ヲ
定
ム 。
喉
音ニ
影
暁
匝
喰

ノ
四
母
ア
リ 。
各
々
同
カ
ラ
ス 。
日
本
音
ノ
カ
ナ
ニ
ハ
喉
音
ア
ワ
ヤ
三
ツ

ノ
ミ
ア
リ 。
是一
ッ 。
其
中ニ
い
え
う
三
仮
名ハ
両
属
ノ
カ
ナ
ナ
リ 。
是

二
ツ 。
サ
テ
あ
わ
や
ノ
三
喉
音ニ
テ
唐
ノ
影
暁
匝
轍
四
喉立国
司ノ
ヨ
ム
ニ
似

タ
ル
モ
ノ
ハ
影
職
ノ
ミ
ニ
テ
匝
暁
二
ツ
ハ
あ
わ
やニ
係
ラ
ス 。
是
三
ツ 。

是
三
ツ
ニ
テ
唐
ノ
反
切
日
本
ノ
字
音
ノ
カ
ナ
ト
各
別
ノ
1ニ
テ
牽
強
ス
へ

カ
ラ
サ
ル
1
ヲ
知へ
シ 。

右
の
様
に
本
書
は 、
「
韻
鏡」
の
四
喉
音
と
日
本
の
ア
ワ
ヤ
三
喉
音
と
の
根
本

的
な
相
違
を
強
調
し 、
次
い
で
喉
音
三
行
の
相
違
を
「
韻
鏡」
の
開
合
の
違
い

に
求
め
る
説
を
取
り
上
げ
て 、
こ
れ
を
も
不
可
と
し
て
退
け
る 。

コウ

愚
嘗シ
或
人ニ
聞
ケ
リ 。
凡
字
ノ
音
開
口
ナ
ル
ハ
い
え
を
ナ
リ 。
合
口
ナ
ル

ハ
ゐ
ゑ
お
ナ
リ
ト 。
コ
ノ
説
甚
簡
明ニ
シ
テ
E
有レ
理
ニ
似
タ
リ 。
愚
亦
始

甚コ
レ
ヲ
信
シ
テ
珍
秘
ト
以
為へ
リ 。
然
レ
ト
モ
コ
ノ
説
モ
屈
ス
ル
所
多

ヰチオウオ夕方'JZJ

シ 。
究
寛
用ユ
ル
ニ
足
ラ
ス 。
一
応
憶
思
炎
ナ
トハ
開
合
ナ
レ
ト
モ
わ
ノ

行
ノ
カ
ナ
也 。
裳
烏
洛
ナ
ト
ハ
合
口
ナ
レ
ト
モ
あ
や
ノ
行
ノ
カ
ナ
也 。
開

合
ノ
説
モ
合
セ
ス 。
其
非一
也 。
開
合
ト
云
へ
ル
転
ア
リ 。
コ
ノ
転
内
ノ

字ハ
開
ノ
例ニ
従ハ
ン
ヤ
合
ノ
例ニ
従ハ
ン
ヤ
是
開
合
ノ
説
行ハ
レ
サ
ル

所
ア
リ 。
其
非
二
也 。
学
者
韻
鑑
ノ
開
合
ト
引
合
テ
考
見へ
シ 。
自
ラ
其

説
ノ
通
セ
サ
ル
ヲ
知
ラ
ン 。

以
上
の
よ
う
に
『
喉
音
仮
名
三
異
弁』
は 、
独
創
的
見
解
を
披
漉
し
た
も
の

と
い
う
よ
り
反
切
や
開
合
な
ど
当
時
流
行
の
韻
鏡
解
釈
に
付
会
し
て
仮
名
遣
い

を
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
非
を
鳴
ら
し
た
批
判
の
書
で
あ
る 。
こ
の
批
判

に
対
し
て
文
雄
が
呼
応
し
た 。
東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
の
『
喉
音
仮
名
三

異
弁」
の
写
本
は 、
文
雄
の
著
で
あ
る「
喉
音
三
異
弁
々
正」
(
宝
暦
十一
年
成
立 、

以
下
『
弁
正』
と
略
す
る)
と
合
冊
に
な
っ
て
い
る 。
全
編一
筆
と
思
わ
れ 、
識

語
に
次
の
よ
う
に
あ
る 。

洞
津
谷
川
翁
寄
書
謂
尚
賢
日
此
為
好
書
也
遠
州
岡
崎
府
小
笹
道
仲
致
之

余
許
云
尚
賢
教
謄
写
之
以
為
官
日
之
講
究
者
時

明
和
戊
子
秋
七
月
上
滋

洞
尚
賢
履
卿
記

ほら

「
洞
津
谷
川
翁」
は
谷
川
士
清 、
「
小
笹
道
仲」
は
小
篠
御
野 、
書
写
者
は「
洞

ひきかた
尚
賢
履
卿」
す
な
わ
ち
荒
木
田
尚
賢
を
指
す
と
見
ら
れ
る 。
「
明
和
戊
子」
は
明

和
五
年 。
右
の
識
語
は 、
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
よ
う 。

谷
川
翁
が
書
を
寄
せ
て
尚
賢
に
言
う
こ
と
に
は 、
こ
れ
は
よ
い
書
物
で
あ

る 、
遠
州
岡
崎
の
小
笹
道
仲
が
谷
川
の
と
こ
ろ
に
持
ち
こ
ん
だ
も
の
で 、

他
日
の
講
究
の
為
に
こ
れ
を
尚
賢
に
騰
写
さ
せ
よ
と
言っ
て
い
た 。

谷
川 、
小
篠 、
荒
木
田
の
三
者
が
室
長
を
巡っ
て
密
接
な
関
係
に
あっ
た
こ

と
は
北
岡
田
良
の
考
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る 。
北
岡
「
蓬
莱
尚
賢

の
倖」
『
皇
学
館
大
学
紀
要
第
八
輯」
(一
九
七
O)
の
年
譜
稿
に
よ
れ
ば 、
尚
賢

が
士
清
に
入
門
し
た
の
が
宝
暦
十
年 、
宣
長
と
面
識
を
得
た
の
が
明
和二
年
で

あ
る 。
尚
賢
と
御
野
は
明
和
年
間
よ
り
交
流
が
あ
り 、
士
清
と
宣
長
は
尚
賢
を

介
し
て
御
野
と
知
遇
を
得
た 。
ま
た
明
和
二
年
の
宣
長
の
書
簡
「
与
谷
川
淡
斎
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書」
以
後、
宣
長
と
士
清
と
の
交
流
が
具
体
的
に
確
認
さ
れ
る。

宣
長
を
含
め
た
四
人
の
学
問
的
交
流
は、
あ
た
か
も
『{子
音
仮{子
用
格」
の

成
立
時
期
に
濃
密
さ
を
増
し
て
い
る
の
で
あ
る。
『
本
居
宣
長
全
集」
第
十
七
巻

に
は、
安
永
四
年
卯
月
廿一
日
付
宣
長
の
荒
木
田
尚
賢
宛
書
簡
が
収
載
さ
れ
て

お
り、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
言
及
が
見い
だ
さ
れ
る。

喉
音
三
異
務
長
々
御
拝
借
被ν
下
茶、
此
度
返
上
申
候、
此
書
は
此
度{子
音

か
な
つ
か
ひ
編
撰
仕
候
に
付、
別
而
要
用
之
書、
長
々
御
借
し
被ν
下
千
高

黍
奉レ
存
候、
右
字
音
か
な
も、
菊
此
節
翻
刻
に
か〉
り
申
候、
出
来
仕
候

は
は
可レ
入ニ
御
覧-
候、
尚
期ニ
御立日\
草々
、
穴
賢

本
居
宣
長

こ
の
書
簡
に
お
い
て
宣
長
は、
「
字
音
仮{子
用
格」
刊
行
に
当
た
っ
て
尚
賢
か

ら
借
り
た
『
喉
音
三
異
排」
を
「
別
而
要
用
之
書」
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
を

表
明
し
て
い
る。
そ
の
際、
遣
り
取
り
さ
れ
た
書
物
は、
尚
賢
書
写
に
か
か
る

こ
の
東
大
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高い
と
思
う。
宣
長
は、
尚
賢
書
写
本
を
通

し
て
「
喉
音
三
行
弁」
の
観
念
と
そ
れ
を
巡
る
論
議
を
学
ん
だ
の
で
あ
る。
と

こ
ろ
で
東
大
本
で
合
冊
さ
れ
て
い
る
『
喉
音
三
異
弁
々
正」
は、
題
名
が
語
る

よ
う
に
大
観
の
著
書
に
文
雄
が
呼
応
し
た
も
の
で
あ
る。
文
雄
が
こ
の
よ
う
な

反
批
判
を
行っ
た
理
由
は、
彼
が
『
和
字
大
観
紗」
で
提
案
し
た
「
ア
ワ
ヤ
三

行
弁
H
開
合」
説
が
『
喉
音
仮
名
三
異
弁』
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い。
「
弁
正」
は、
『
喉
音
仮
名
三
田畏
弁』
で
「
ア
ワ
ヤ
三
行
弁
H
反

切」
説
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
尤
是
ナ
リ」
と
肯
定
す
る。

雄
按
ス
ル
ニ
契
沖
ノ
説ニ
反
切
ノ
文
字ニ
依
テ
ア
イ
ウ
エ
ブ
ヤ
イユ
エ
ヨ

ワ
井
ウ
ヱ
オ
ノ
別
チ
ア
リ
卜
云
ル
1
甚
当
ラ
ス。

右、
文
中
の
「
雄」
は
文
雄
自
身
を
指
す。
次
い
で
文
雄
は
喉
音
三
行
を
開

合
で
説
明
す
る
こ
と
を
非
と
し
た
「
喉
音
仮
名
三
異
弁」
を
論
評
し
て
言
う。

雄
按ニ
此
中
誤
ル
寸
ア
ザ。
炎ニ
開
ト
シ
迄
ト
合
ト
ス
ル
ハ
韻
鏡
ノ
贋
本

ニ
擦レ
ル
ノ
誤
ナ
リ。
証
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ス。
其
飴
ノ
仮
名
モ一
定
ト
シ

難
シ。
或ハ
音
便ニ
依
テ
仮
名
ヲ
転
ス
ル
1
ア
リ。
上ニ
引
ク
所
ノ
恩
ノ

カ
ナニ
オ
ン
ヲ
ン
ノ
二
途
ア
ル
等
ナ
リ。

右
の
よ
う
に
文
雄
は
『
喉
音
仮
名
三
異
弁」
の
開
合
批
判
に
対
し
て
も
っ
ぱ

ら
技
術
的
な
反
批
判
を
加
え、
「
喉
音
三
行
弁H
開ム口」
説
を
弁
護
す
る。
し
か

し
同
時に
彼
は、
イ
ヰ、
エ
ヱ
の
区
別
は
開
合
に
よ
っ
て
説
明
可
能
で
あ
る
が、

オ
と
ヲ
の
区
別
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
の
万
葉
仮
名
は
共
に
『
韻
鏡』
の
合
口
に

属
し
て
い
る
の
で
開
合
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
告
白
し
て
い
る。
次
の
記

述
を
見
よ。

文
井
ノ
音ニ
用
フ
ル
為
違
委
威
圏
遺
謂
位
等
ノ{子
悉
ク
合
転
ノ
字
也。
又

エ
ニ
用
フ
ル
盈
衣
叡
要
曳
愛
等
ノ
字
悉
ク
開
転
ノ{予
ナ
リ。
ヱ
ニ
用ユ
ル

慧
恵
衛
会
営
栄
彼
図
画
等
ノ
字
悉
ス
合
転
ノ
字ニ
テ一
モ
混
雑
ス
ル
寸
ナ

シ。

側外帥叫べ岡国引副削神庁制盟引副司刊斗叶けつ

剣オ吋l
此
絡
ヲ
以
テ
計レ
ハ

到ベ岡4刈到剖ベ創判川ぺ引4到刑判割問回朝刊周司ォ4引副オ川劃組制樹割引刻
刻斗刷引川削州

欄制割剖到斗創剖パ割判バ升劃則汁川1汁刈吋l
反
テ
オ
ノ
音ニ
骨

意
ヲ
用
フ
是
開
音
ノ
字
也。
意ハ
本
音
イ
ナ
レ
ト
モ
又
音
億二
シ
テ
憶ノ

字
ト
通シ
用
フ
ル
放ニ
今ハ
憶
ト
同
シ
ク
オ
ノ
音ニ
用
フ
ル
也。
然レ
ハ

ヲ
オ
ノ
二
字ハ
開
合
ノ
別ニ
ア
ラ
テ
外ニ
所
由
ア
ル
寸ニ
テ
二
字
ヲ
使
ヒ

分
ケ
タ
リ
見ュ。
(
中
略)
太
忌
古
書ニ
用
ヒ
来レ
ル
音
ノ
国
字、
開
ト
合

ト
ヲ
準
擬
ス
ル
二
分
別
明
白
也。

制引到刻ペ国割パ叶到劃則明到刑

判到刻吋l
大
凡
音
ヲ
論ス
ル
ニ
開
合
ヲ
呼ヒ
分
ツ
ヲ
肝
要
ト
ス。

こ
こ
に
至
っ
て
「
喉
音
三
行
弁」
の
音
声
学
的
規
定
は、
重
大
な
困
難
に
遭

遇
し
た。
一
連
の
議
論
を
観
察
し
て
い
た
本
居
宣
長
が
こ
の
問
題
の
解
決
に
乗
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り
出
す
こ
と
に
な
る。

四

本
居
宣
長
「
お
を
所
属
弁」
の
歴
史
的
必
然
性

本
居
宣
長
は、
自
著「
か
な
つ
か
ひ」
(
宝
暦
元
年
奥
書)
の
中
で「
和
字
大
観

注日

紗』
を
「
十
銭
カ
所
に
わ
た
っ
て
引
用
注
記」
し
て
お
り、
宣
長
の
仮
名
遣
い

研
究へ
の
文
雄
の
影
響
が
従
来
よ
り
注
目
さ
れ
て
き
た。
ま
た
宣
長
は
『{子
音

仮
字
用
格」
「{子
音
仮
字
総
論」
に
お
い
て
詳
細
に
『
喉
音
仮
名
三
異
弁」
を
引

用
し
論
評
を
加
え
て
い
る。
彼
は
『
喉立田
仮
名
三
異
弁」
が
韻
書
か
ら
の
判
断

ゆ〆
初、

だ
け
で
仮
名
遣
い
を
「
伝
来
た
る
慣
例」
と
す
る
不
可
知
論
的
結
論
を
「
妄
説」

と
し
て
退
け
る。

固定レ
タ
y
影
暁
匝
鳴
ト
あ
や
わ
ト
ヲ
引
合
ス
ル
ニムロヒ
難
キ
事
ヲ
ノ
ミ
思

ヒ
テ、
唐
ノ
反
切
ト
此
方
ノ
字
音ノ
仮
字
トハ
各
別
ノ
事
ト
謂
ヒ、
韻
書ニ

懇
据
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
シ
ト
云
ル、

劃列刈割瑚斗パ斗制叶升到倒到胡

ぺ叶川叫パ剖1剖判制パ到ベ割矧斗倒川朝斗ベ矧刻1
別ニ
所
由

ア
ル
コ
卜
ナ
ル
ヲ、
何
ゾ
深
ク
尋
ネ
ザ
ル
ヤ、

「
字
音
仮{子
用
格」
全
集
第
五
巻

『{子
音
仮
字
用
格』
に
お
い
て
宣
長
が
「
喉
音
三
行
弁」
の
章
を
冒
頭
に
置
い

た
こ
と
は、
彼
が
こ
の
問
題
が
仮
名
遣
い
の
最
も
本
質
的
な
事
柄
で
あ
る
と
認

識
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。
そ
の
認
識
は、
契
沖、
大
観、
文
雄
ら
の
「
喉

音
三
行
弁」
を
巡
る
論
議
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
の
で
あ
る。

「
喉
音
仮
名
三
異
弁」
の
開
合
批
判
の
部
分
を
宣
長
が
論
評
し
た
部
分
は
次
の
通

り
で
あ
る。

今
按、
此ノ
説
甚ダ
善シ、
マ
コ
トニ
暴
寛ハ
開
合ニ
テ
分
ル
〉
事
也、
然

レ
ド
モ
未ダ
其ノ
然
ル
所
以
ノ
本
ヲ
明
ラ
メ
得
ザ
ル
故ニ、
此
説
モ
ナ
ホ
尽

サ
ザ
ル
ト
コ
ロ
多
ク、
E
お
を
ノ
所
属
ノ
錯レ
ル
事
ヲ
悟
ラ
ザ
ル
ユ
ヱ
ニ、

「喉音三行弁j と 近世仮名遣い論の展開

此ニ
至
テ
亦
窮
セ
リ、
既ニ
い
ゐ
え
ゑハ
開
合ニ
テ
分レ
タ
ル
ニ、
お
を

ノ
ミ
其
格
ヲ
離レ
テ
別ニ
所
由
ア
ル
ベ
キ
理
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
ャ、

到凶ヨ矧

ハ
畢
寛ハ
開
合
ノ
音ニ
テ
分ル
〉
コ
トニ
ハ
ア
レ
ド
モ、
ヒ
タ
ス
ラ
ニ
韻

銅パ闘嗣創嗣斗パ引制叫到ベ叶汁利調オ覇到刈ォ
是レ一一
ハ
種
々
ノ

子
細
ア
ル
事
也、

『{子
音
仮
字
用
格」
「{子
音
仮
字
総
論」

右
の
説
に
よ
れ
ば、
宣
長
は
「
喉
音
三
行
弁」
の
全
体
の
枠
組
み
は
開
合
で

説
明
で
き
る
け
れ
ど
も
「
お
を」
の
区
別
に
つ
い
て
だ
け
は
『
韻
鏡」
の
開
転

合
転
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る。
宣
長
は
『
和
字
正
濫
要
略」、

『
喉
音
仮
名
三
異
弁」、
『
喉立国
三
異
弁
々
正」
な
ど
の
論
議
を
観
察
し、
ア
ワ
ヤ

三
行
の
弁
別
を
「
韻
鏡」
直
結
の
観
念
で
あ
る
開
合
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
こ

注ロ

と
の
困
難
を
悟っ
た
の
で
あ
る。

そ
こ
で
宣
長
は
「
喉立日
三
行
弁」
を
『
韻
鏡」
で
厳
密
に
縛
ら
れ
た
「
開
合」

に
よ
っ
て一
元
的
に
規
定
す
る
の
で
は
な
く、
伝
統
的
で
は
あっ
て
も
韻
学
の

縛
り
の
弱
い
融
通
無
碍
な
観
念
で
あ
る
「
軽
重」
を
持
ち
出
し
て、
こ
れ
に
独

自
の
定
義
を
与
え
た
の
で
あ
る。
次
の
記
述
を
見
よ。

ソ
モ
ノ'\
古へ
ノ
仮
字ハ
サ
ラ
ニ
開
合
ヲ
以
テ
分ヶ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
非レ

ド
モ、
自
然
ト
関
合ニ
テ
分ル
〉
理
ア
リ、
マ
ヅ

閥同制町ベ剖パ叶刺引割引叶創叫剖ベ刻パ汁刺到劃刈」附酎劃ベ嗣劃斗到叶
訓叶パ剖

斗制刻可制国パ剖パ割劃到凶升到剖::::・〕
故ニ
御
国
ノ
軽
キ立日

ノ
仮
字ニ
用
タ
ル
ハ
皆
関
口
音
ノ
字。
重
キ
音
ノ
仮
字ニ
用
タ
ル
ハ
ミ
ナ

合
口
音
ノ
字
ナ
リ、
サ
レ
パ
今モ
此
格
ヲ
以
テ

倒困パ剖パ嗣劃N割剖

パ闘創刊到引制制到1詞パ割剖パ倒割到割判ぺ刈1
其
御
国
ノ
音

ノ
軽
重ハ、
上ニ
出
セ
ル
軽
重
等
第ノ
図
ヲ
以
テ
考へ
知ペ
ク、{子
音
ノ
開

合ハ
韻
鏡ニ
依
テ
定ム
ペ
シ、

『{子
音
仮
字
周
格」
「{子
音
仮
字
総
論」

こ
の
よ
う
に
宣
長
は
「
喉
音
三
行
弁」
を
大
枠
「
字
音
ノ
開
合」
に
よ
っ
て

9 



規
定
し 、
実
質
的
説
明
を
「
御
国
ノ
音
ノ
軽
重」
に
求
め
た 。
ま
こ
と
に
し
た

た
か
な
方
法
で
あ
る 。
『
韻
鏡」
の
縛
り
を
捨
て
て
古
代
国
語
の
発
音
を
独
自
に

規
定
し
た
「
軽
重」
の
ア
イ
デ
ア
が
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
詳
ら
か
に

し
な
い
が 、
ア
行
ワ
行
の
仮
名
の
弁
別
を
「
軽
重」
で
説
明
す
る
の
は
「
規
縮

涼
鼓
集」
(
元
禄
八
年一
六
九
五
刊)
や『
和
歌
童
翫
抄』
(
宝
暦
四
年一
七
五
四
刊)

に
先
例
が
あ
る 。
『
規
縮
涼
鼓
集』
「
凡
例」
の
次
の
記
述
を
見
よ 。

ゐんが〈

もと

こうおん

又
韻
学
よ
り
是
を
い
は
y
あ
や
わ
の
三
行
は
元
同
じ
く
喉
音
に
て
其
中
の

きゃうgう

きうつう
いひ

注目

軽
重
な
れ
ば
三
音
の
相
通
と
謂
つ
ぺ
し

次
は
『
和
歌
童
翫
抄」
の
記
述
で
あ
る 。

わ
っ
か
成
い
ろ
は
の
内
に
お
な
し
こ
ゑ
あ
る
は
か
ろ
き
と
お
も
き
音
な
り

(
中
略)
は
し
め
の
歌
は
い
ろ
は
四
十
七
の
内
い
ゐ
を
お
江
ゑ
と
同

し
こ
ゑ
の
あ
る
は
い
は
か
ろ
く
ゐ
は
お
も
し 。
を
は
か
ろ
く
お
は
お
も
し 。

江
は
か
ろ
く
ゑ
は
お
も
し 。
お
な
し
こ
ゑ
に
で
も
か
ろ
き
お
も
き
の
か
は

注M

り
有
ゆ
へ
な
り 。

刊
行
年
か
ら
み
て
宣
長
が
と
れ
ら
の
書
物
を
参
照
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
は
な
い 。
こ
の
よ
う
な
「
軽
重」
を
巡
る
関
係
を
表
象
化
し
た
も
の

が
『
字
音
仮
字
用
格」
の
「
喉
音
三
行
分
生
図」
と
「
喉
音
軽
重
等
第
図」
で

あ
る(
図
7) 。
一
見
複
雑
な
こ
の
図
の
理
解
に
と
っ
て
大
切
な
点
は 、
こ
の
図

が
『
韻
鋭」
な
ど
の
外
部
の
観
点
を
交
え
ず
に
ア
ワ
ヤ
三
行
の
仮
名
の
発
音
の

相
違
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
そ
し
て
こ
の
宣
長
の
認
識
は 、
学
史
上

の
顕
著
な
業
績
と
し
て
知
ら
れ
る
中
世
以
来
の
音
図
の
「
お」
と
「
を」
の
配

置
の
錯
誤
の
修
正
に
結
び
付
い
た 。
宣
長
は 、
ア
行
と
ワ
行
の
発
音
の
違
い
が

唇
の
運
動
の
「
等
第」
す
な
わ
ち
程
度
差
に
よ
る
と
考
え 、
こ
れ
に
「
軽
重」

の
観
念
を
配
置
し
た 。
つ
ま
り
古
代
語
の
「
い
ゐ・
え
ゑ・
お
を」
の
発
音
の

相
違
は 、
一
律
に
唇
の
「
軽
重」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

『川HHHHつ

、，，守，図ノ、

ロ長:tz. 
珂をト行& 国

⑧ 
園

田園田自国
回目白回目

園
田国国国国
回目白日田

圃i⑨

国国国回目
回目白巴回
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⑧ 
園l

冒国国国園
田巴囚回目

園
園田園田国
白巴囚面白
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「喉音三行弁j と 近世仮名遣い論の展開

古
文
献
に
よ
る
と
オ
列
の
仮
名
の
延
長
符(
宝
飲、
観
勝)
に
用
い
ら
れ
る
の
は

「
お」
類
の
仮
名
で
あっ
て、
音
節
内
の
延
長
母
音
に
は
唇
音
が
伴
わ
な
い。
さ

ら
に
「
お」
類
は
「
愛
宕
あ
た
ご
|
制
た
ぎ」
「
息い
き
|
制
き」
な
ど
唇
音
の

無
い
ア
行
仮
名
と
通
じ
る
か
ら
ア
行
と
仲
間
の
仮
名
で
あ
り、
「
を」
類
は
「
擦

た
わ
わ
|
と
乎
乎」
な
ど
唇
音
を
有
す
る
ワ
行
仮
名
と
通
じ
る
か
ら
ワ
行
の
仮

名
で
あ
る
と
し
た。
こ
の
よ
う
な
処
理
は、
「
い
ゐ・
え
ゑ・
お
を」
の
区
別
が

唇
の
軽
重
に
よ
る
発
音
の一
律
な
差
に
基
づ
く
と
い
う
認
識
に
達
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
可
能
な
の
で
あっ
て、
こ
れ
に
よ
っ
て
宣
長
は
中
世
以
来
の
音
図
の「
お

を」
の
所
属
の
錯
誤
を
発
見、
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る。
『
字
音
仮

字
用
格』
「
お
を
所
属
弁」
は
「
喉
音
三
行
弁」
に
続
く
第
二
章
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
が、
こ
の
こ
と
は
「
お
を」
の
所
属
の
修
正
が
「
喉
音
三
行
弁」
の

音
声
学
的
解
明
の
延
長
上
に
お
い
て
行
わ
れ
た
事
実
を
物
語
る。

既
述
の
よ
う
に
韻
鏡
注
釈
書
の
「
五
音
五
位
之
次
第」
や
「
直
音
効
音
図」

は、
漢
字
反
切
の
た
め
の
抽
象
的
な
理
論
図
で
あ
っ
て、
日
本
語
の
音
を
網
羅

配
列
し
た
と
い
う
観
点
は
な
か
っ
た。
か
か
る
状
態
で
は
「
お
を」
の
所
属
が

問
題
と
な
る
こ
と
は
有
り
得
な
い。
「
お
を」
の
所
属
の
錯
誤
は、
ア
行
ワ
行
の

対
立
が
古
代
日
本
語
の
発
音
の
差
異
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
に
の
み
問

題
化
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る。
当
時、
韻
鏡
注
釈
の
た
め
に
音
図
を
利
用
し

て
い
た
大
方
の
「
音
韻
之
学」
に
と
っ
て、
古
代
の
大
和
言
葉
は
関
心
の
待
外

に
あ
っ
た。
刊
本
『
和
字
正
濫
紗」
で
は、
喉
音
三
行
の
発
音
の
差
異
が
仮
名

遣
い
の
本
質
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い。
『
古
言
梯』
は、
仮
名
遣
い
を

発
音
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
観
点
に
到
達
し
て
は
い
た
が、
そ
れ
を
主
題
と
し

注目

て
追
究
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
日
本
語
音
に
関
す
る
観
察
を
欠
い
た
表
記
規

範
の
立
場
か
ら
は
「
お
を」
の
所
属
に
関
す
る
批
判
的
観
点
は
生
起
し
得
な
い。

こ
れ
に
対
し
て
宣
長
は
『
韻
鏡」
と
は
独
立
に
五
十
音
図
が
古
代
国
語
の
音
配

列
の
図
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ、
「
喉
音
三
行
弁」
の
根
源
を
な
す
発
音
の

差
異
を
仮
名
遣
い
の
本
質
論
と
し
て
追
究
し
た
の
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
宣
長

の
方
法
は、
契
沖
|
魚
彦
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
系
統
と
際
立っ
て
対
照
的
で

あ
る。か

よ
う
に
「
喉
音
三
行
弁」
を
巡
る
学
説
史
の
展
開
は、
二
度
に
わ
た
る
学

問
の
自
立
化
過
程
を
経
験
し
た。
最
初
は、
密
教
教
学
で
あ
る
悉
曇
学
か
ら
の

「
音
韻
之
学」
(
韻
鏡
注
釈)
の
自
立、
二
度
目
は
古
代
国
語
音
声
の
復
元
を
目
指

し
た
日
本
音
韻
学
の
韻
鏡
注
釈
か
ら
の
自
立
で
あ
る。
宣
長
「
お
を
所
属
弁」

は、
か
か
る
学
説
史
的
展
開
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る。

最
後
に
「
お
を」
の
所
属
の
修
正
に
関
し
て
宣
長
と
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の

問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
富
士
谷
成
章
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い。
成
章
が

い
か
な
る
過
程
を
経
て
?の
ゆ
ひ
抄』
(
安
永七
年一
七
七
八
刊)
に
お
け
る
「
お

を」
の
所
属
の
修
正
に
到
達
し
た
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が、
富
士
谷
御
杖『
北

辺
随
筆』
(
文
政二
年一
八一
九
刊)
が
伝
え
る「
亡
父」
の
言
葉
に
よ
れ
ば、
成

章
に
は
仮
名
遣
い
と
発
音
が
密
接
に
関
連
す
る
と
い
う
宣
長
と
類
似
の
認
識
が

あっ
た
こ
と
が
知
ら
れ、
こ
れ
が
成
章
を
し
て
「
お
を」
の
所
属
の
批
判
的
認

識
に
向
か
わ
せ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い。

あ
が
り
て
の
世
に
は
人
の
こ
ゑ
五
十
あ
り
け
ら
し。
そ
の
の
ち
ふ
た
つ
は

や
う
/t\
う
せ
て
あ
め
っ
ち
の
歌
の
こ
ろ
は
四
十
八
に
な
り
ぬ。
そ
れ
が

ま
た
ひ
と
つ
う
せ
た
る
世
に
い
ろ
は
の
歌
はい
で
き
た
り。
い
ろ
は
の
歌

四
十
七
の
う
ち
に
今
は
ょ
っ
う
せ
て
四
十
四
の
み
ぞ
あ
る。

州什叫du引剖叫引制馴叶叫U剖珂叫廿州刈剖オ州叫叶川』朝川
寸剖叫州

引吋(
中
略)
か
ん
な
づ
か
ひ
は
京
極
黄
門
の
さ
だ
め
さ
せ
た
ま
ひ
て
後、

そ
の
沙
汰
ま
ち
/(\
に
し
て
お
ぼ
つ
か
な
か
り
し
を
ち
か
き
世
契
沖
が
よ

く
い
ひ
わ
き
ま
へ
た
る
に
よ
り、
は
じ
め
て
こ
と
き
だ
ま
れ〉
ど
い
に
し
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と
の
み
心
え
ら
れ
げ
る
に

千
慮
の一
失
と
い
ふ

注
l

湯
沢
質
幸
「
五
音
の
歌」
『
日
本
漢
字
音
史
論
考」
(
勉
誠
社 、
一
九
九
六)

こ
の
歌
に
つ
い
て
の
最
初
の
言
及
は
三
沢
誇
治
郎
「「
五
音
歌』
の
考
察」
『
甲

南
女
子
短
期
大
学
論
叢
4』
(一
九
五
九)
に
見
ら
れ
る 。

注
2
拙
稿「『
和
字
正
濫
紗』
の
理
論
構
成
||い
ろは
歌から五
十音図へ
||」

佐
藤

武
義
編
『
寓
葉
集
の
世
界
と
そ
の
展
開』
(
白
帝
社 、
一
九
九
八)

注
3

『
古
言
梯」
の
五
十
音
図
に
は
『
和{子
正
濫
紗』
に
あっ
た
よ
う
な
形
而
上
学

的
な
説
明
が一
切
排
除
さ
れ
て 、
目
次
の
役
割
を
果
た
す
実
用
本
位
の
も
の
に

替
え
ら
れ
て
い
る 。
語
の
掲
載
順
は
当
然
五
十
音
順
で
あ
る 。
注
2
拙
稿 。

注
4

馬
淵
和
夫「
三
内
説
に
つ
い
て」
『
国
語
史
叢
考』
(
笠
間
書
院 、
一
九
九
七)

注
5

馬
淵
和
夫
『
五
十
音
図
の
話』
一
五
三
頁
(
大
修
館
書
店 、
一
九
九
三)

注
6
馬
淵
和
夫
「
韻
鏡
校
本
と
広
韻
索
引』
後
編
第一
章
(
厳
南
堂
書
底 、
一
九

五
四)

注
7
「
応
永
州
年
ご
四
二
三
こ
の
奥
書
を
有
す
る
『
鈎
鏡
字
相
伝
口
授」
(
書
写

者
は
敦
賀
気
比
神
社
の
社
僧
実
慶)
の
音
図
が
大
矢
透『立日
図
及
手
習
詞
歌
考』

第二
十
四
図
に
収
載
さ
れ
て
お
り 、
当
時
の
韻
鏡
研
究
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
音

図
の
様
子
を
伝
え
て
い
る 。
馬
淵
和
夫
『
韻
鏡
校
本
と
広
韻
索
引」
後
編
第二

章
第
五
節

注
8

福
永
静
哉
「
近
世
韻
鏡
研
究
史』
(
風
間
書
房 、
一
九
九
二)

注
9

拙
稿「
日
本
語
学
史
に
お
け
る
「
音
韻」
の
問
題」
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研

究
論
集・
文
学
四
三』
(一
九
九
七)

注
印
「
背
面
先
生
か
五
十
音
図 、
ヤ
イユ
エ
ヨ
と
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
と、
い
ゐ
前
後
位
違

ひ 、
え
ゑ
左
右
地
易
れ
り 、
た〉
背
面
の
み
な
ら
す 、
韻山子
を
活
計
〈
の
媒〉

と
す
る
も
の〉
図
も
ま
た
然
な
り」
「
和
字
正
濫
通
妨
抄
こ
「
契
沖
全
集』
第

十
巻

注
日
大
野
晋
「
解
題」
「
本
居
宣
長
全
集」
第
五
巻一
八
頁

注
ロ
ア
行
の
仮
名
で
あ
る
「
於・
務・
飲」
が
属
す
る
『
韻
鏡』
第
十一
転
が
宣

長
の
依
拠
し
た
『
磨
光
韻
鏡』
と
異
な
り
「
開」
と
す
る
太
田
全
斎
『
漢
呉
音

図』
(
文
化
十二
年一
八一
五
刊)
の
主
張
を
入
れ
て
「
お
を」
H

「
開
合」
説

が
完
成
す
る
の
は 、
東
条
義
門
『
於
乎
軽
重
義』
(
文
政
十
年一
八
二
七
成
立)

に
お
い
て
で
あっ
た
が 、
こ
れ
は
勿
論
後
日
のこ
と
で
あ
る 。

注
口
「
駒
沢
大
学
国
語
研
究
資
料
第一』
(
汲
古
書
院 、
一
九
七
九)
所
収
影
印

本
に
よ
る 。

注
U
佐
藤
宣
男「
和
歌
童
翫
抄
|

翻
刻
|」

『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌一
九』
一

九
七
六
に
よ
る 。

注
目
「
か
く
て
皇
朝
の
言
の
事
を
い
さ、3
か
いハ
r 、
い
ゐ
な
ど
の
仮
字
を
用
わ
け

た
るハ 、
他
の
留
の
音
韻
四
声
に
も
悉
曇
に
も
よ
れ
る
に
あ
ら
ず 、
文
字ハ
後

に
そ
へ
た
る
も
の
に
し
て
も
と
ハ
言
の
意
よ
り
出
つ
れハ 、
そ
のきロ
を
い
ふ

ま〉
に
音
韻
即
日
の
内
に
わ
か
る
め
り 、」
同
書「
附
て
い
ふ」
国
立
国
会
図
書

館
蔵
初
版
本
勉
誠
社
文
庫
影
印
に
よ
る 。
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〈
付
記〉
資
料
の
閲
覧
複
写
に
快
諾
を
頂
い
た
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館 、
東
京
大
学
国

語
研
究
室
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。
小
稿は 、
一
九
九
七
年
国
語
学
会
秋

季
大
会
(
山
形
大
学)
で
の
口
頭
発
表
の
内
容
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る 。
発
表

に
際
し
て
馬
淵
和
夫
先
生
を
始
め
貴
重
な
御
教
え
を
賜っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す 。

ーー名
古
屋
大
学
教
授
||

(
平
成
九
年
十
月二
十
九
日
受
理)


